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本書は、Christian Bühring-Uhle の1996年の単著を Lars Kirchhoff と




において大変価値のある調停支援材料（Chapter 7: Tools and Techniques to 
support Business Mediation）等を追加した。これによって、ビジネス実務に
かかわる者にとって「Like a fine wine, it has become richer with age.」と言
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Part Three: Alternatives to Arbitration の Chapter 5では、両当事者の
潜在的利益を満足させるような合法的で長続きする解決策をよい Conflict 
Management によってもたらすべきである。即ち、法的なバックアップを背












に、Mind Mapping（問題の鳥瞰図）と Litigation Risk Analysis（訴訟結果
フロｰチャｰト）の作成、および Brainstorming（自由な議論を通した価値創
造）の実施を提唱する。
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詳細について両当事者から合意（Informed Consent）を適時適確に文書にて
とりつける等によって、手続の公正さを担保するスキームが保証される。即
ち、現代のビジネス実務のニーズに十分に応えるために、「調停等 ADR と仲
裁との組合せのメリットを存分に発揮させることのできる新たな多様な道」
ないしは「紛争両当事者の時間・コスト・リスクをミニマムにしながら、両
当事者の利益を最大化する新たな多様な道」の理論的可能性を更に広く深く
探ることが、残された課題である。

